
福
祉
心
仕
事
心
魅
力

伝
え
６
た
め
、
福
祉
施

の

｜　 ．|

戸 ゜

を
広
い
世

設
で
働
く
代

に

若
者

」
を
紹
介
す
る
ヴ
リ
ー
ズ
。
第

２
回
は
障
害
者
支
援
施

の
家
１

咲
美
さ （
中

央

区

田
名
）

心
　（
２１

）
。

設

た
ん
ぽぽ

で
働
く
大
貫
愛

堡
呈

に
な
６
こ
と
を
夢
見
八

育

の
短
大
に
進
学
Ｌ

だ
大
貫
さ
ん
。

る時

実
習の

Ξ 一几
，

ａ: 又

あ 保

環
寸
障
害
者
支
援
施

を
訪
れ
た
。
障
害
者

は
初
心
経
験
だ
っ
た

手
助
け
が
で
含
る

を
感
じ
た
」
と
い

力':ﾐ ｀

を
介

助

す

る

心

「
支

え

る
こ
と
、

こ
と
に
大

つ

。
　
そ

－

に ．

き
な
喜
び

ふ
ら
は
福

祉

心
仕
事
に
就
く
こ
と
を
目
指
Ｌ
、
本

な
ど
で
知
識
を
吸
収
。
昨
年
４
月
、
「
だ

「
仕
事
は
楽
し
い
」
と
語
る
大
貫
さ
ん

企画／相模原市社会福祉協議会

に 」喜び
9

／

’と力｢役に立てるるこ
愛咲美さん

| 二Ｄ 」

貝障害者支援施設たんぽぽの家勤務　大

ん
ｌ　　 ｌ

£ｆｙ

まｆｙ
障
害

葉
の

な

し ぺ

の
家
１

の

者
と
の
関

理
解
度
＝

Ｗ

心
と

員
と
な
つ

た

。

わ
り
方
、
距
離
感
、

、
最
初
は
分
ふ
ら

だ
ら

け
で
、

て

も`

ら

え

な

力ヽ

つ

た

返
事
す
ら
Ｌ

辛

い
記
憶

柘
。

だ
け
ど
そ
の
分
（
笑
顔
で
名
前
を
呼

心
ご

）
ら
っ
た
時

賎

鳥
肌
ｙ

立
つ

く
ら
い
嬉
Ｌ

宵

だ
」
と
振
り
返
ら
。

起
床
介
助
ふ
ら
着
替
え
、
入
浴
な
ど
、

ま
さ
に
１
日
の
生
活
を
全
て
支
え
る

大
変
な
仕
事
だ
ｙ

、
仕
事
に
行
き
た

く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

一
一

Ｊ

｜

周
囲
に
ま
ｌ
ｙ

『
大
変
で
Ｌ

よ
』

つ
て

わ
れ
る
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
全

然

な

べ`

利
用
者
さ
ん
心
話
を
聞
く

の
が
大
好
き
。
楽
Ｌ

言

だ
出
来
事

が
あ
っ
た
時
は
、
友
人
に
い
っ
ぱ
い
話

Ｌ
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
廿
だ
。

■
障
害
者
支
援
施
設

た
ん
ぽ
ぽ
の
家

中
央
区
田
名
６
７
６
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